
特長
・

・

・

・

・

・

先進のインフラを構築するSANターンキー   

ソリューション

NASの接続性とSANのパフォーマンスの結合

先進のストレージ・リソース管理で統合TCO

効果を促進

瞬時のデータ共有による生産性向上で真のROI

を実現

業界をリードするパフォーマンスとスケーラビ

リティにより投資を持続的に保護

HAクラスタリング／バックアップ／データ・ 

ライフサイクル管理機能をオプション提供

SGI® InfiniteStorage SAN Solutions

先進のインフラを構築するSANターンキーソリューション
SGI® InfiniteStorage SAN 2000およびSAN 3000ソリューションは、完全なSANソリュー
ションです。ストレージ統合により情報システムの総コスト（TCO）を低減し、瞬時のデ
ータ共有により生産性を向上することで、真の投資利益（ROI）を実現します。SAN 2000

と3000は先進のインフラを構築するための様々なアーキテクチャを装備しており、ファイ
バチャネルRAIDとシリアルATAの組み合わせ、Windows®、IRIX®、Linux®、Solaris™、
AIX®およびMac OS®のシステム間での瞬時のデータ共有機能、現在最先端のストレージ・
リソース管理機能などを提供しています。

既存環境を統合できるように設計されたSGI SANソリューションは、コアシステム間のパ
フォーマンスを最適化する一方で、それ以外の既存システムのインフラには影響を与える
ことがありません。アプリケーションの高可用性、バックアップ、データ・ライフサイク
ル管理といったオプション機能を追加することによって、ストレージ･サービスの統合・管
理を強化することができます。

NASの接続性とSANのパフォーマンスの結合
完全なSANソリューションSGI InfiniteStorage SAN 2000および3000は、ネットワーク接
続（NAS）のゲートウェイとしても機能します。SAN 2000および3000は、SANシステム
間のパフォーマンスを最適化しながら、同時にハイパフォーマンスでスケーラブルなファ
イルサーバとしても機能し、インフラに影響を与えることなくネットワークに接続された
システムへのサービスを最適化します。NAS接続におけるバンド幅、キャパシティ、接続
数は、大幅なシステムの変更をすることなく拡張できます。SAN 2000および3000は、
NASの計算性能、バンド幅、接続性、キャパシティのすべての点において、他社のNAS製
品では実現されない無制限に近いスケーラビリティを提供しています。

先進のストレージ・リソース管理で統合TCO効果を促進
SANの統合環境においては、ストレージ使用率の向上の他、管理コストの削減という形で
さらなるTCO削減がもたらされます。SAN 2000および3000は現在用いることのできるも
っとも完全なストレージ・リソース管理機能を持ち、プラットフォームに依存しない直感
的なユーザインタフェース・アクセスにより、アプリケーションからスピンドルまですべ
てのストレージ環境へアクセス可能にしています。この機能には次のものがあります。
・ストレージ・デバイスおよびファイルシステムのコンフィグレーション
・パフォーマンス・モニタリング
・アプリケーション・パフォーマンス表示
・プロビジョニング
・キャパシティ・プランニング
・履歴と現状のレポーティング

SNIA標準（SMI/S-CIM）に基づいて構築されたSGI® InfiniteStorage Resource Managerを
利用すると、今後の要件に応じて新しいシステム、ストレージ・ネットワーク、ストレー
ジ・デバイスを組み入れ、現行の環境を拡張することができます。

瞬時のデータ共有による生産性向上で真のROIを実現
どこからでも透過的にデータ共有が可能なため、スピーディで円滑なワークフローが実現
されます。SGI® InfiniteStorage CXFS™共有ファイルシステムは、SAN 2000および3000

の主要部分を構成しており、ネットワーク・マウントやコピーを含むLAN環境におけるデ
ータアクセス上のあらゆるボトルネックを排除します。SAN上のすべてのシステムから
SAN上のあらゆるデータに瞬時にアクセスできるため、全ワークフローに要する時間は最
大5分の一に短縮されます。つまり、これまでの時間でより多くの作業をこなし、
より質の高い成果を得ることが可能となり、真のROIが実現されます。
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サポートされるホスト

SGI® InfiniteStorage SAN Solutions

データ・マネージャ
最大容量（TB）
CPU

システムメモリ（GB）
GigE（標準）
2Gb FCポート（標準）
ホットスワップ対応の冗長電源

・
・
・
・
・
・

ストレージ・モジュール

2GbファイバチャネルRAID、冗長デュアルアクティブ・コン
トローラおよびファイバチャネル接続、SNIA Conformance

Test Program (CTP)検証済
－ 4つの 200MB/秒（最大）ファイバチャネル・ロジカル   
　コネクション
－キャッシュ 1.024GB（コントローラあたり）

・

・SAN接続
　Silicon Graphics® 64ビット・システムで稼動する IRIX®、
　SGI® Altixで稼動する 64ビット Linux®、
　32ビット Linux® Red Hat® 9.0、
　64ビット Linux® Red Hat® EL、
　Solaris™ 8およびSolaris™ 9、
　AIX® 5L、
　標準の Intel® Pentium® II以上搭載またはこれと互換性を　
　持つPCで稼動するWindows®システム、
　G4で稼動するMAC OS® X

・ネットワーク接続
　NFS、CIFS、Samba®をサポートする全てのシステム
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ソフトウェア

CXFSハイパフォーマンス 64ビット・ジャーナル・ファイルシステム
－最大ファイルサイズ：900万TB（またはシステムドライブの上限まで）
－最大ファイルシステムサイズ：1,800万 TB（またはシステムド
　ライブの上限まで）
XVMボリュームマネージャ：仮想化テクノロジによりハイパフォ
ーマンスと優れたデータ管理を実現する論理データ構造を編成

ストレージ管理ソフトウェア
・

・

※GigEと 2GbFCポートはオプションで拡張可能

SAN 3000

・
ストレージ・モジュール最大バンド幅

800MB/秒

・

・

・

ストレージ・モジュール容量
1,022GBエンクロージャ：14 x 73GB 15,000 RPMファイバチャネ
ル・ドライブ搭載時
2,044GBエンクロージャ：14 x 146GB 10,000 RPMファイバチャ
ネル・ドライブ搭載時
3,500GBエンクロージャ：14 x 250GB 7,200 RPM SATAドライブ
搭載時

2GbファイバチャネルRAID、冗長デュアルアクティブ・コン
トローラおよびファイバチャネル接続、SNIA Conformance

Test Program (CTP)検証済
キャッシュ 256MB（1コントローラあたり）／ 128MBデータ
（近日 1.024GBに拡大）
RAID 5：RAID 5グループはデフォルトで（6+1）ドライブ；
最大（29+1）ドライブをサポート

・

・

・

SAN 2000

・
ストレージ・モジュール最大バンド幅

400MB/秒

・

・

・

ストレージ・モジュール容量
1,022GBエンクロージャ：14 x 73GB 15,000 RPMファイバチャネ
ルドライブ搭載時
2,044GBエンクロージャ：14 x 146GB 10,000 RPMファイバチャ
ネルドライブ搭載時
3,500GBエンクロージャ：14 x 250GB 7,200 RPM SATAドライブ
搭載時

SGI® InfiniteStorageリソース・マネージャ：ストレージ・
デバイスとファイルシステムの構成、アプリケーションのパ
フォーマンス表示、キャパシティプランニング、パフォーマ
ンス監視、50のSAN接続のプロビジョニングとレポート
NFS V2/V3（UNIXクライアント・ファイル・サービング）
CIFS（Windowsクライアント・サービング）
TCP

ダイナミック・キャパシティ（容量）およびボリューム拡張
パフォーマンス・モニタリング
統合アップグレード

・

・
・
・
・
・
・

高可用性のためのソフトウェア・オプション
FailSafe高可用ソフトウェア、冗長データ・マネージャ        
（クラスタ構成）

XVMミラー、高バンド幅データミラーリング機能

・

・

ネットワーク・ロード・バランシング・ソフトウェア（NLBS）
バルクデータ・サービス（BDSpro™）によるバックアップと
リカバリ・オプション
自動テープライブラリ
時間毎のデータバックアップ転送レートは 108GB/時間から
648GB/時間
データライブラリ用データ保護アプリケーション・ソフトウェア

・
・

・
・

・

ネットワーク・ソフトウェア・オプション

自動テープライブラリ
3から 500テラバイトを超える構成済みシリアルATAアレイ
テープ上の平均アクセス時間 18から 23秒
SGI® Data Migration Facility（DMF）、Tape Management

Facility（TMF）、OpenVault™をサポート

・
・
・
・

データ・ライフサイクル管理オプション

業界をリードするパフォーマンスとスケーラビリティにより投資
を持続的に保護
計算性能、グラフィックス、I/Oにおいて世界でもっとも要求の厳しい環境
では、SGIのテクノロジを導入し、卓越したバンド幅、スケーラビリティ、
可用性を実現しています。InfiniteStorage SAN 2000および3000では、ボト
ルネックやシングルポイント障害をまったく生じることのないシステム設計
がなされています。これは、最速の標準ストレージ・サブシステム、独自の
システムI/O性能、LANに依存しないデータ共有、完全なコンポーネント冗
長性、インテリジェントなデータ・パス機能の組み合わせによって、達成
されています。このインフラは、ファイルシステム、ネットワーク接続、
SANファブリック接続、冗長性、計算性能、ストレージ容量、システムI/O

などあらゆる点において強化が可能で、ほぼ無制限に拡張できます。つま
り、無限に近い拡張能力を持つ環境になります。

データのアクセス／保護／ライフサイクル管理機能を一元化し、
TCOを削減
データ共有の最適化による生産性の向上を中心としたROIの実現、ならび
にストレージや管理機能の一元化によるTCOの削減に加えて、SGI

InfiniteStorage SAN 2000および3000対応のオプション機能を利用すると、
すべてのデータの保護やライフサイクル管理が環境全体にもたらされます。

高可用性 - SAN 2000または3000の信頼性にアプリケーション・フェイル
オーバー機能を追加できます。SGI InfiniteStorage高可用性クラスタリン
グソフトウェアFailSafe®によって、障害時には自動的にアプリケーショ
ン間およびユーザ接続間でフェイルオーバーが実行されます。また、手
動でフェイルオーバーを実行することで、定期保守期間においても中断
することなくシステムを稼動できます。
バックアップ - ハイパフォーマンス環境に特化して構築された唯一の完
全なバックアップ・ソリューションによって、SGIはバックアップ性能の
世界記録を保持しています。
データ・ライフサイクル管理 - ユーザアクセスを制限することなく、将
来的に変化するデータ価値に対応した管理を行います。SGI®

InfiniteStorage Data Migration Facility（DMF）は、データのライフサイ
クル管理ソリューションのコアシステムとなります。シリアルATAベー
スのストレージを用いれば、DMFのようなセカンダリストレージのため
の完璧なソリューションになります。


